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建物は 1877 年に東京府に譲渡され、改修のうえ陳列所として用いられることになった(４)。  










硝子器」、「第三 織物」、「第四 葛籠及籠細工物」、「第五 家具畳建具竈類」、「第六 木具諸彫
刻類」、「第七 織物衣服類」、「第八 諸紙白册類」、「第九 教育具楽器及玩具」、「第十 佩具小
間物」、「第十一 書籍軸物匾額」、「第十二 蒔畫漆器類」、「第十三 文房具筆墨硯類」、「第十四 






































































































遂げる。まずその年（1872 年 10 月）にわが国初のとなる鉄道が新橋～横浜間で開業し、その始
発駅となる新橋駅が銀座通り南端の新橋を渡ってすぐのところ（現在の汐留にあたる。現在の新
橋駅は旧烏森駅であり、当時の新橋駅はそれより 200m ほど東にあった）に建設された。また、








































 図表 1 東京市内の勧工場一覧 (明治 36 年)  
 勧工場名 所在地 創立年月 
麹町区 九段勧工場 麹町区飯田町 1889 年 12 月 
番町商品館 麹町区三番町 1898 年 6 月 
神田区 東明館 神田区裏神保町 1892 年 7 月 
南明館 神田区表神保町 1899 年 4 月 
 日本橋区 南谷第一商品陳列館 日本橋区蠣殻町 1890 年 10 月 
金花館 日本橋区吉川町 1897 年 7 月 
長盛館 日本橋区蠣殻町 1898 年 1 月 
両國館 日本橋区米沢町 1898 年 10 月 
 京橋区 京橋勧工場 京橋区銀座 1882 年 3 月 
第二丸吉勧工場 京橋区銀座 1897 年 9 月 
京橋商品館 京橋区尾張町 1897 年 12 月 
帝国博品館 京橋区南金六町 1899 年 10 月 
銀座勧工場 京橋区銀座 1903 年 9 月 
 芝区 東京勧工場 芝区芝公園六号地 1888 年 1 月 
四谷区 遠喜館 四谷区麹町 1900 年 12 月 
牛込区 牛込勧工場 牛込区牛込通寺町 1887 年 5 月 
静岡館勧工場 牛込区牛込上宮比町 1901 年 6 月 
本郷区 本郷館 本郷区本郷 1891 年 12 月 
下谷区 内国商品陳列館 下谷区上野公園地 1891 年 4 月 
杉山勧工場 下谷区北大門町 1882 年 5 月 
三橋館 下谷区上野三橋町 1900 年 7 月 
浅草区 梅園館 浅草区馬道 1894 年 6 月 
共榮館 浅草区馬道 1895 年 7 月 
開進館 浅草区浅草公園六区 1897 年 7 月 
東洋館 浅草区馬道 1898 年 12 月 











































図表 2 大阪市内の勧商場一覧(明治 30年頃) 










(出所)大阪市編『明治大正大阪市史 第 3巻』 
図表 3 大阪市内の勧商場一覧(大正 10年) 































 この規約書によると、店のなかは間口 6 尺（尺=約 30cm）奥行 2 尺から 2 尺 5 寸という 1～2
㎡ほどの小さな区画に区切られていて（第 2 条）、そのような小さな区画が館内に 200 あったが 








数は 20 ほどだったようなので（図表 6 参照）、仮に 20 店とすると 1 店あたり 20～30 ㎡ほどはあ
ったことになる。いずれにしても、テナントの売場はかなり小さいものであった。 
賃料については、出品者は 1 区画ごとにまず 10 円を支払い（第 2 条）、間口一間について 1 期









（第 5 条）や、建物の修繕など（第 13 条）が明記されている。一方、個々の店の営業は各テナン
トの運営に任され、その費用は出店者側が支払うものとされ（第 8 条）、勧工場の建物全体に係る
門衛その他の費用も出店者が分担して支払うべき（第 13 条）とされた。 
そのほか規約書では、区画を借り受けた者は、無断でその場所を他人に譲り渡してはならない
（第 12 条)、出品人から総代理人を投票で 10 名選出し、出品人が負担すべき部分の会計を行い、
館内事務などについて決めるため館主と協議にあたる（第 14 条)、出品人が借場料を支払わない
場合は、出品している品の搬出を差し止める（第 15 条）、場内にさらに装飾を施そうとするとき











































































絶好の出店場所を見つけた(１６)。2 人はこれまでの失敗経験を活かし、約 200 坪の敷地に木造三階
建て 600 坪という、府営でスタートした第一勧工場などを除けば最大級の規模を誇る勧工場、帝































































































 以下、この 3 点について、それぞれ説明を加えたい。 
 
（１）多様な品揃えと大規模な店舗 
 東京のまちでは 1903 年に東京馬車鉄道が電化して東京電車鉄道となり、同社と東京市街鉄道、



































































図表 7 勧工場内の売店の業種別構成 




洋物売店 133 36 
化粧品小間物売店 96 30 
呉服類売店 59 19 
玩弄具売店 49 19 
文房具売店 45 16 
漆器 寄せ木細工物売店 42 16 
金物類売店 37 8 
書画絵草紙売店 32 12 
室内装飾品売店 26 2 
下駄履物売店 21 11 
陶磁器売店 27 12 
時計及附属品類売店 15 6 
靴売店 14 5 
荒物売店 9 4 
其他売店 108 89 
   計 713 285 
(出所)東京市編『第 13 回東京市統計年表』



































































































治 35）年の 27 を頂点に減少に転じた（図表 8）。1908 年には一気


















図表 8 東京市の勧工場数の推移 
1882 (明治 15) 2 
1890 (明治 23) 6 
1895 (明治 28) 11 
1900 (明治 33) 24 
1902 (明治 35) 27 
1903 (明治 36) 26 
1908 (明治 41) 20 
1909 (明治 42) 15 
1910 (明治 43) 11 
1912 (大正元) 8 
1913 (大正 2) 6 
1914 (大正 3) 5 
(注) 1908 年以降は第 13 回東京市統
計年表による。1903 年は第 3 回、1902




































ひとつである。伊東屋は新橋の帝国博品館がオープンして 2 年後の 1901（明治 34）年に、博品
館内に店を出した。勧工場が新しい店舗形態として世間の目を引いていたので、伊藤勝太郎がこ
れに目をつけ、その一区画を借受けて自家の営業である洋品小間物店を出店した。勝太郎は、翌
1902 年に帝国博品館の隣の文房具店に店の買取を依頼されてそれを受けると、2 年後の 1904 年







































上野の博品館の斜め向かいの松坂屋も百貨店化を推し進め、1916（大正 5）年に、洋風 4 階建
ての本館を竣工した。翌 1917 年の第 2 期工事が完成したときには、延べ 6,600 ㎡（2,000 坪）と









店は、「一部 帽子や傘などの洋品類」、「二部 子供服や玩具などの子供用品」、「三部 袋物類」、
「四部 文房具」、「五部 唐木細工・家具類」、「六部 金物類等」、の 6 部に分けられ、品揃えの
点では百貨店に近いかたちを整えた。ただ、開業当初は 4 階建ての建物のうち物販に利用してい
たのは 1 階のみで、2 階にはほかの百貨店が導入して人気を呼んでいた食堂を設けていた。3、4


































































ー』(田中経営研究所 1992 年)、『勧工場考: 明治のショッピングセンター 続』(同 1995 年)、『明治のシ
ョッピングセンター 勧工場』(同 2009 年)など多くの論稿を残している。初田亨は『繁華街の近代: 都
市・東京の消費空間』（東京大学出版会 2004 年）などにおいて文化面から、また建築物としての面から
勧工場について分析を加えた。勧工場に関する研究書としては、ほかに鈴木英雄の『勧工場の研究』（創英社 
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(４) 東京都編『東京市史稿 市街篇 第 60 巻』（東京都 1969 年） p443～465 に、第一勧工場設立の経緯が記され
ている。 
(５) 東京府編『東京府史 府会編 第 2 巻』 東京府 1929 年 p43 
(６) 桑谷定逸「勧工場革新論/普通小賣商人現在の地位」『商業界』第 8 巻 1 号 1907 年 7 月 
(７) 東京都編 『東京市史稿 市街篇 第 60 巻』東京都 1969 年 p448～449 
(８) 初田 亨『繁華街の近代』 東京大学出版会 2004 年 p83 
(９) 東京都編『東京市史稿 市街篇 第 61 巻』東京都 1969 年 p429 
(１０) 小柳久三は、資生堂編『銀座』（1921 年）のなかに、京橋勧工場について記した「銀座の勧工場」という文
章を残している。 





  會社発起人頭取等ノ役員数名ニシテ資金弐萬円ヲ備フルモノトス。 
  會社出品人凡四千人ヲ限リ之ヲ社員トナシ、一人金十五円ヲ出金セシム。則株金ナリ、此総額金六萬円。会
社ノ主旨トスル所ハ工藝ノ進歩ト販売ノ便益トヲ與フルニ在リ、故ニ第一空価を厳戒シ深切ヲ旨トシ販売ノ旺






 一 毎区陳列所一小間(間口一間奥行二尺五寸ニ付月々金一円宛)。 
 但、木材・屏風・箪笥・敷物・建具等ノ長大品ハ、間口二間ヲ以一小間ト看做スヘシ。 
第十二条 第三類ノ出品人ハ、保証金トシテ一小間ニ付金五円宛出品申込ノ際差出スヘシ。 (東京都編
『東京市史稿 市街篇 第 73 巻』) 




(１５) 浅草十二階については、佐藤健二著『浅草公園凌雲閣十二階 : 失われた〈高さ〉の歴史社会学』（弘文堂 
2016 年）、細馬宏通著『浅草十二階 塔の眺めと〈近代〉のまなざし』（青土社 2001 年）に詳しい。本稿の
十二階に関する記述も両著を参考にした。 
(１６) 「最新式の商業經營法を採用せる第二帝國博品館」『実業の日本』第 12 巻 9 号 1909 年 4 月 
(１７) 東京都中央区編『中央区史 中巻』東京都中央区 1958 年 p600 
(１８) 第二帝国博品館に関する本稿の記述は、東臺生「一新生面を開きたる勸工塲」(『商業界』第 11 巻 3 号  同
文館 1909 年 3 月)、「最新式の商業經營法を採れる勸工場第二帝國博品館」『実業の日本』(第 12 巻 9 号 1909
年 4 月)を参考にしている。 
(１９) 「最新式の商店経営法を採用せる第二帝国博品館」『実業の日本』第 12 巻 9 号 1909 年 4 月 
(２０) 佐藤宇宙楼「勧工場の内情」『商業界』第 1 巻 6 号 同文館 明治 37 年 6 月 
(２１) 桑谷定逸「勧工場革新論/普通小賣商人現在の地位」『商業界』第 8 巻 1 号 1907 年 7 月 
(２２) 田中政治『明治のショッピングセンター 勧工場』田中経営研究所 2009 年 p16 
















第 1 巻 6 号 同文館 1904 年 6 月) 













色々の編物などの内職が出来ます。 (富田蟻陸『男女就職案内 簡易手続き』1910 年) 




12 巻 9 号 1909 年 4 月）。 




歟」(「勧工場革新論/普通小賣商人現在の地位」『商業界』第 8 巻 1 号) 
(３０) 博信百貨店について触れている資料は少ないが、金野生「博品館から博信百貨店となるまで」(『実業の世




導を受けたという(『実業の日本』第 12 巻 8 号 1909 年 4 月)。その後、この神戸の勧工場は 1920 年に 5 階建
てに増築して「博品館」と名を変えてオープンし、翌 21 年には「神戸デパート」と改称したが、1939 年に
は閉店して建物が三越に引き渡されている。 
(３２) 元町デパートについては、谷内正往「戦前神戸の百貨店」『大阪商業大学商業史博物館紀要 第 17 号』(2016
年 10 月)に詳しい。 
(３３) 谷内正往は、前掲論文において、当時の『商店界』の記事(宮川節郎「神戸元町デパートメントストーア失
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